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議案第４１号　上毛町農林水産事業分担金徴収条例の一部を改正する条例について
議案第４２号　上毛町普通河川管理条例の制定について

議案第４４号　訴えの提起について（土地明渡請求事件）

議案第４５号　訴えの提起について（損害賠償請求事件）
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○　会　議　の　経　過　（３日目）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開会　午前１０時００分
○議長（坪根秀介君）皆さん、おはようございます。
　定刻になりました。御起立をお願いいたします。
　一礼して御着席願います。礼。
　ただいまの出席議員は全員です。
　これから本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に配付しております運営資料１ページで御確認ください。
───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）日程第１、諸般の報告を行います。

　本日の会議では、６月１１日の本会議で、各常任委員会に審査を付託した議案について、各常任委員長に審査状況の報告を願います。委員長の報告が終了した後、報告に対する質疑を行い、討論、採決を行います。
　なお、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告いただきますので、議事日程の順は配付した資料と異なりますが、御了解ください。
　各委員会の審査結果は、審査結果報告書として議長宛てに提出されておりますので、運営資料の中に写しをお配りしております。
　各委員長報告終了後の討論、採決は、日程の順に従って行いますので、御了解ください。
　委員会付託案件の審査が全て終了した後、本日、町長から提出された追加議案の審査を行います。追加議案は、本日審査する議案のため、提案理由の説明に引き続き、議案内容の説明を受け、質疑、討論、採決を行います。このことは、議会運営委員会を開催していただき、答申をいただいておりますので、報告いたします。
　地方自治法第１２１条の規定に基づく説明員としては、お手元に配付の各氏の出席を認め、会議に出席いただいております。
　これで諸般の報告を終わります。
───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）これより、各常任委員長から委員会に付託した案件の審査状況の報告を受けます。なお、さきに申し上げましたが、各委員長の報告は委員会付託案件をまとめて報告いただきますので、議事日程は変更になります。
　討論、採決は、日程の順に従って行いますので、御了承ください。
───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）日程第６、議案第４６号　平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第４号）「所管分」、日程第７、議案第４７号　平成２５年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）、日程第８、議案第４８号　豊築地区障害程度区分認定審査会共同設置規約の変更について、日程第１０、発議第４号　少人数学級の推進、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書（案）、以上、４件を議題とします。
　文教厚生常任委員長の報告を求めます。
　三田委員長。
○文教厚生委員長（三田敏和君）皆さん、おはようございます。文教厚生常任委員会から報告をいたします。
　当委員会は、６月１７日、議会中小会議室において、文教厚生常任委員会全員と町長以下、執行部の出席をもって午前８時５４分開会、９時５０分閉会されました。
　当委員会に付託された案件は、町長から提出された予算案２件、その他１件、議員から提出された発議１件の合計４件です。
　当委員会に付託された案件の審査を行い、次のとおり決定いたしましたので、議会規則第７７条の規定に基づき報告をいたします。
　議案第４６号　平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第４号）について、最初に川口総務課長に総括説明を求めました。
　歳入歳出予算の総額に１億１５０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を４６億９,０５２万８,０００円とする。債務負担行為の補正として、京築広域圏市町村事務組合が発行した起債の元利償還金、平成２６年から平成３４年、限度として１３７万１,０００円、消防無線のアナログ方式からデジタル方式に移行することに伴うものです。西吉富小学校図書室リース料期間として、平成２６年から平成３０年まで、限度２,０２０万６,０００円、特別支援学級の新設に伴うもので、既設の図書室を特別支援学級として使用するため、新たに図書室用の建物をリースするものですとの説明がありました。

　総括説明の質疑として、今年度、地域臨時交付金が活用できると思うが、６月補正で提案していないので、町としてどのように活用しようと考えているのか。
　答弁、現時点では、県、国に対して事務処理部分を提出している。総額関係が決定していないので、判明次第、議会に予算計上をお願いするように考えている。時期は未定。

　質疑、魅力ある空き家活用情報発信事業とありますが、空き家対策として、売ってもよい、買ってもよいという調査をしたと思いますが、これはどこまで進んでいるのか。
　答弁、どのくらいというのは把握していませんが、調査をし、それに対して今後どのように活用するかというものが今回の事業です。

　続いて、担当課長の説明を求めました。
　住民課長、健康福祉課長、教務課長の順に説明をいただきました。
　質疑、保育所民営化選定委員会の業務ですが、選定委員はどのようなメンバーですか。今後、対応として、専門家ではなく、住民の立場で選んだ委員を選びたいと６月６日の全協で答弁されていましたが、それは今回、反映されていますか。
　答弁、委員会のメンバーは、行政から副町長、議会から議長、あとは新吉富保育所保護者代表２名、学識経験者２名、税理士、主任児童委員、自治会長会会長の９名です。

　質疑、青少年海外体験学習事業委託料ですが、中学生、小学生は何人ずつですか。
　答弁、今回、中学生が８名、小学生が１４名です。
　以上、反対討論あり。
　採決、賛成多数で可決することに決しました。
　議案第４７号　平成２５年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について、初めに坪根健康福祉課長に説明を求めました。
　歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２０万円を減額し、歳入歳出予算の総額を１０億４,１９９万２,０００円とする。職員の人事異動に伴う給料、手当等の調整分の減額との説明でした。

　質疑なし。
　討論なし。
　採決、全会一致で可決することに決しました。
　議案第４８号　豊築地区障害程度区分認定審査会共同設置規約の変更について、初めに坪根健康福祉課長に説明を求めました。
　豊前市、築上郡、三町で共同設置しているもので、昨年、障害者自立支援法が障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に、法の改正と同時に住民基本台帳法が改正になり、外国人登録制度が廃止になったもので、関係条文の文言を修正するものです。適用日が平成２５年４月１日です。障害程度区分を障害支援区分と変更するのも一緒に行っていますとの説明でした。

　質疑なし。
　討論なし。
　採決、全会一致で可決することに決しました。
　発議第４号　少人数学級の推進、義務教育費国庫負担制度の２分の１復元に係る意見書（案）について。
　質疑なし。
　討論なし。
　採決、全会一致で採択することに決しました。
　以上、報告を終わります。
○議長（坪根秀介君）常任委員長の報告が終わりました。
　これから、委員長の報告に対する質疑を行います。
　質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第２、議案第４１号　上毛町農林水産事業分担金徴収条例の一部を改正する条例について、日程第３、議案第４２号　上毛町普通河川管理条例の制定について、日程第４、議案第４４号　訴えの提起について（土地明渡請求事件）、日程第５、議案第４５号　訴えの提起について（損害賠償請求事件）、日程第６、議案第４６号　平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第４号）「所管分」、日程第９、発議第３号　中国政府に対しＰＭ２.５の抑制と国内においての対策強化を求める意見書（案）、以上、６件を議題とします。
　総務産業建設常任委員長の報告を求めます。
　安元委員長。
○総務産業建設委員長（安元慶彦君）皆さん、おはようございます。総務産業建設常任委員会から報告いたします。
　当委員会は６月１８日、議会中小会議室において、常任委員全員と町長以下、執行部の出席をもって午前８時５５分開会、午前１０時５５分閉会しました。
　当委員会に付託された案件は、町長提出の条例案２件、予算案１件、その他２件と、議員から提出された発議１件の計６件です。
　案件の審査を行いましたので、その経過と結果を会議規則第７７条の規定に基づき報告いたします。
　議案第４１号　上毛町農林水産事業分担金徴収条例の一部を改正する条例について、建設課長より説明がありました。
　農地災害復旧事業に該当しない分について、町の行う場合の受益者負担を徴収するため、改正するものである。
　質疑、町単独の場合、限度額は幾らか。また、負担率の変更はしなくてもよいのか。
　答弁、農地の場合、面積や区分によって違ってくる。負担率は２０％以内ですから、変える必要はない。
　討論なし。
　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第４２号　上毛町普通河川管理条例の制定について、建設課長より説明がありました。
　町内にある普通河川について、その保全及び利用が適正になされるよう管理することにより、公共の安全を保持し、かつ公共の福祉を増進するための条例の制定である。

　質疑として、国の河川法は昭和３６年に制定されており、むしろ遅過ぎたと思う。平成１７年に河川法が大きく改正されており、その関係でこれが出てきたのか。
　答弁、その影響はありません。

　質疑、沢を利用する場合は、町の許可が要るか。
　答弁、川で工事などを行う場合は、町の許可が要る。
　質疑、占用料の徴収は、今までどおり生かされているか。
　答弁、そのとおりです。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第４４号　訴えの提起について（土地明渡請求事件）、企画情報課長より説明がありました。
　株式会社果樹農園森の風に対し、土地の明け渡しを求める訴えである。

　質疑、もし裁判に負けた場合、専決処分しては困るが、町の考えは。
　答弁、弁護士とも十分相談もし、議会とも協議していく。

　質疑、議会の議決を得る考えは。
　答弁、もし敗訴した場合は、予算も必要になり、全協に諮り、時間がなければ専決になると思うが、そうでなければ議決を得る。

　また、議案とは離れますが、森の風のあった地元が、今後の環境や施設の使われ方について心配されているとの意見が出されたことも報告をしておきます。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第４５号　訴えの請求について（損害賠償請求事件）、企画情報課長より説明がありました。
　株式会社果樹農園森の風に対し、損害の賠償を請求する訴えである。金額については、３,６００万円程度の見込みである。

　質疑として、出荷組合の出荷者の損害金額は９６０万円になるのか。
　答弁、出荷者協議会の方からは、９２５万２,０００円未払いと聞いている。
　討論なし。
　採決の結果、全会一致で可決されました。
　議案第４６号　平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第４号）「所管分」、最初に総務課長から総括説明がありました。
　総括説明に対する質疑、住宅管理費ののり面補修工事ですが、ビニールシートなどを張る形なのか。
　答弁、野間の団地ですが、水路が柵溝で裏面の湧水により崩壊しており、盛り土で部分的に復旧する工事である。
　質疑、青少年海外体験学習ですが、オーストラリアは初回実施から何年になるのか。
　答弁、上毛町に合併してから８年目、旧新吉富村からだと２３年目となり、その間２回中止している。
　質疑、２０年も続いているが、参加者への追跡調査をしてみてはどうか。
　答弁、教育委員会に伝えておきます。

　質疑、西吉富小の図書室のリースだが、これはプレハブか。
　答弁、プレハブではあるが、普通のプレハブとは若干違う。
　次に、所管分について、それぞれの担当課長から説明がありました。
　質疑として、定住促進の補助金の８％の根拠は、消費税を意識しているのか。
　答弁、言われるとおりです。

　質疑、消費税が上がらなかった場合は。
　答弁、もし消費税が上がらなかった場合も８％の補助で行く。
　質疑、８％の補助は建物にはないが。
　答弁、建物については考えていない。

　質疑、農林漁業振興推進事業補助金で、出荷組合を離脱した人たちはどうなるか。
　答弁、推進事業に対して助成するものである。

　質疑、裁判に伴う弁護料が違うのはなぜか。
　答弁、弁護士の報償費は同じだが、訴訟費用が含まれているので違ってくる。

　質疑、物件移転等の補償費の関係で、指定管理者がもし損害保険に入っていたらどうなるか。
　答弁、損害保険の加入については聞いていない。

　質疑、火災発生時に団員が足りないのでは。
　答弁、定員管理は行革の方向で進んでいるが、広域圏の消防体制を強化するよう要望していきたい。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　発議第３号　中国政府に対してＰＭ２.５の抑制と国内においての対策強化を求める意見書（案）。
　提出議員による補足説明はなし。

　質疑については、２名の委員との質疑がありましたが、討論なし。

　採決の結果、起立少数で不採択となりました。

　以上で、総務産業建設常任委員会の報告を終わります。
○議長（坪根秀介君）常任委員長の報告が終わりました。
　これから、委員長の報告に対する質疑を行います。
　質疑ありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、これで質疑を終わります。
───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）これから、委員会付託案件の討論、採決を行います。
　日程第２、議案第４１号　上毛町農林水産事業分担金徴収条例の一部を改正する条例ついて、討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全員起立）
○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第４１号　上毛町農林水産事業分担金徴収条例の一部を改正する条例ついては、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）日程第３、議案第４２号　上毛町普通河川管理条例の制定について、討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全員起立）
○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第４２号　上毛町普通河川管理条例の制定については、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）日程第４、議案第４４号　訴えの提起について（土地明渡請求事件）、討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全員起立）
○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第４４号　訴えの提起について（土地明渡請求事件）は、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）日程第５、議案第４５号　訴えの提起について（損害賠償請求事件）、討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全員起立）
○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第４５号　訴えの提起について（損害賠償請求事件）は、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）日程第６、議案第４６号　平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第４号）について、討論を行います。
　反対討論はありませんか。
　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第４６号に反対の立場から討論いたします。
　この議案の予算計上の中には、森の風がさわやか市の出荷者に支払うべきお金を支払っていないために出荷者の意欲が低下したため、農林漁業振興推進事業を活用して、出荷者の意欲を高めるため、生産販売活動、共販推進のための補助金として４６３万円を予算計上しています。
　しかし、それに伴う事業計画は明らかにされておらず、使途も明らかになっていません。この補助金は、出荷者の損害賠償という性格が強いと考えます。生産の意欲が低下したのは、町が指定管理者に監査も受けさせず、指定管理者へのチェックが不十分なために起きたトラブルであり、町長は何らかの責任を負うべきであります。
　２点目に、保育所を法人へ譲渡し、民営化を推進すれば、将来、園児の減少で、施設の廃止も起こり得る。法人の幅広い事業展開で、運営の厳しい事業にお金は流れ、町の保育サービスの低下を招く問題をはらんでいます。
　これは、民営化の制度的欠陥から生じるものであり、民営化をやめるべきであります。そして、保育所の整備目標を明記し、児童福祉法第２４条１項で運営できる公設の保育所で運営すべきであります。
　以上の理由を申し上げまして、この議案に反対いたします。
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
　亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）私は、賛成の立場から討論いたします。
　今議会の補正予算に、上毛町の基幹産業である農業に、町長の施策判断による農林漁業振興推進事業補助金４６３万円を計上されましたことは、米、麦、大豆のほか、野菜の生産販売で事業を多角化していくということにも会員の方も努めておる。また、２０１２年農業白書の６次化、小麦あるいは米粉の生産、加工、商品化等にも積極的に取り組まれるようにとあります。
　上毛町の生産者の会員の中には、米粉あるいは小麦粉を生産、加工し、さわやか市等を通して販売に取り組まれておる。農家の６次化の先端を行くように成長している会員もいるようでございます。
　今回の予算措置により、一段と生産性の向上に努め、上毛町の農業関係者に勇気と希望をもたらし、それぞれの家庭の所得の向上につながるものと確信をいたしまして、賛成討論といたします。
○議長（坪根秀介君）ほかに討論はございませんか。
　三田議員。
○５番（三田敏和君）私は、議案第４６号　平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第４号）は、賛成の立場で討論をいたします。
　旧大平楽指定管理引き継ぎ不備や原状回復義務違反に伴う新指定管理者において、さわやか市の集客数や売り上げに多大な悪影響を及ぼしています。現実、行ってみましても、品物の数量とも減少しておりまして、店員がお客に対して謝るような場面も多々見られて、本当に不安をあおっております。このままいけば、平成２７年の東九州道の開通までに潰れてしまうのではないかという心配をしております。
　そういう中で、今回、出荷協議会に交付ということで、実に出荷意欲の低下、生産の低下、そして高齢化の中で出せないという状況から、よそに流れていくような状況が本当に見受けられる中で、今回、このような形で交付金を出すことで、非常に意欲の向上に向けて、再度、力が結集できるのではないかなと思っております。ぜひ、いち早くＶ字回復して、品物の数量ともども、あそこにあふれんばかりに品物が集まるような状況にしていただきたく、そういう思いを込めて、賛成の討論をいたします。
○議長（坪根秀介君）ほかに、討論はありませんか。
　宮本議員。

○１番（宮本理一郎君）私は、賛成の立場から討論いたします。
　このたびの補正は、ほとんどが大平楽指定管理にかかわる支出であり、事の重大性を皆が認識しなければいけないと思います。私は、今回の大平楽の問題は、誰に責任があるのかといった安易な責任追及で解決すべきものではないと考えます。

　そもそもこの施設は、村営として創業した当時から、時の県会議員が多く関与する中で刑事事件となり、責任追及がなされた結果、当時の首長及び職員１名の逮捕という形で終止符が打たれたことは周知のとおりでございます。
　また５年前、名立たるメンバーで構成された選定委員会において選定された森の風が、今回、不適任であったという事実から、町長も今後の選定委員の選考は慎重かつ責任の持てる委員にすべきとの反省の意も表しております。
　上毛町が誕生してわずか７年で、二度も同じ場所で裁判をせざるを得ないといった不名誉な、負のスパイラルがなぜ繰り返されるのか。それは、町が何かをしてくれると考える人、逆に町のために何ができるのかと考える人、このバランスが崩れてしまっているからだと私は考えるのであります。
　これまでのことを教訓にし、今後は行政、議会、指定管理者及び出荷者、生産者が一致協力して、誰か一人でも勇気を持って立ち上がり行動すれば、問題は解決するといった自覚と責任を持つべきであります。他人の責任追及を繰り返す前に、自分の責任を果たしているかどうかを問うべきであります。
　当施設は、東九州道上毛インターの玄関口であり、本町の顔ともいうべき重要な位置にあります。この大平楽さわやか市を守ることは、生産者、出荷者を守るとともに、地域住民の生活を潤すことにもなり、この施設の活性化、繁栄により、最終的には、地域住民に対しても利益還元ができることになります。一時的には、税の不公平という見方もありましょうが、むしろ将来における住民生活の向上を見据えた措置と考えるべきであろうと思います。
　大平楽の通称を「こうげ武楽里」に変えるということでございます。この「武楽里」の「武」は、武士の武でございます。楽しい里と書いて「ぶらり」と読むわけでございますが、この武士の武という字という文字には、争いのない、争いをとめるという意味が込められております。文字どおり、争いのない、楽しい里にしなければならないと思うのであります。
　今回、町自身が受けた損害を含め、全てを合算の上、森の風に対して損害賠償請求の訴訟を起こし、全額回収の手続をとるべきであります。
　このような観点より、今回の補正を速やかに通し、前を向いて、みんなで大平楽を再生させようではありませんか。
　以上、私は大平楽再生に向けて、責任のある町民の一人として賛成討論といたします。
○議長（坪根秀介君）ほかに討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する各委員長の報告は、原案可決であります。本案を各委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（起立多数）
○議長（坪根秀介君）賛成多数。よって、議案第４６号　平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第４号）は、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）日程第７、議案第４７号　平成２５年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について、討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全員起立）
○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第４７号　平成２５年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）日程第８、議案第４８号　豊築地区障害程度区分認定審査会共同設置規約の変更について、討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全員起立）
○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第４８号　豊築地区障害程度区分認定審査会共同設置規約の変更については、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）日程第９、発議第３号　中国政府に対しＰＭ２.５の抑制と国内においての対策強化を求める意見書（案）について、討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は、原案不採択であります。
　ここで改めてお諮りします。

　第３号　中国政府に対しＰＭ２.５の抑制と国内においての対策強化を求める意見書（案）を採択することに、賛成議員の起立を求めます。
（起立少数）
○議長（坪根秀介君）起立少数。よって、発議第３号　中国政府に対しＰＭ２.５の抑制と国内においての対策強化を求める意見書（案）については、原案を不採択することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）日程第１０、発議第４号　少人数学級の推進、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書（案）について、討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は、原案採択であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全員起立）
○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、発議第４号　少人数学級の推進、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書（案）については、原案を採択することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）これから、本日追加案件の審議を行います。
　日程第１１、議案第４９号　財産の取得について、以上、１件を上程します。

　提案理由の説明を求めます。

　町長。

○町長（鶴田忠良君）おはようございます。まず、追加提案を申し上げます前に、ただいま私どもが当初、提案をさせていただきました２０議案につきまして、全て御可決をいただきました。心から感謝を申し上げます。
　それでは、ただいま上程をさせていただきました追加提案につきまして、提案理由を説明申し上げます。
　議案第４９号　財産の取得についてでありますが、本議案につきましては、昨年度に開通いたしました林道豊築松尾線にかかわる林道用地を買収することに伴い、上毛町町議会の議決に付すべき規約及び財産の取得または処分等に関する条例第３条の規定により、議会の議決を求めるものであります。
　重要な案件でございます。どうぞ慎重に御審議をいただきまして、御可決くださいますようお願いを申し上げまして、提案理由の説明とさせていただきます。よろしくお願いを申し上げます。

○議長（坪根秀介君）提案理由の説明が終わりました。
　ただいま提案理由の説明がありました議案は、本日採択する議案ですので、提案理由に対する質疑は、議案内容の説明に対する質疑とあわせて行いますので、御了承ください。

　日程第１１、議案第４９号　財産の取得についてを議題とします。

　議案内容の説明を求めます。

　建設課長。

○建設課長（古原典幸君）それでは、ただいまから議案第４９号について、御説明を差し上げます。読み上げて御説明とさせていただきます。
　議案第４９号　財産の取得について。次のとおり土地を買い入れるものとする。平成２５年６月１１日提出、上毛町長、鶴田忠良。
　まず１、所在地でございます。上毛町大字西友枝３５０９番４。
　２、区分、保安林。
　３、購入予定面積、６,９０３平方メートル。
　４、買い入れ予定価格、８１４万５,５４０円。
　相手方住所、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　氏名、○○○○○○○○
　理由でございます。森林基幹道豊築松尾線開設に係る林道用地を買収することに伴い、上毛町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分等に関する条例第３条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。
　よろしくお願いいたします。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。
　これから質疑を行います。

　質疑はありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）用地買収予定価格はどうして決めたのか、それから、立木補償はどうなっているのか。この用地を確保することで、林道は距離にしてどのくらいの長さの林道ができるのか、以上、３点伺います。
○議長（坪根秀介君）建設課長。
○建設課長（古原典幸君）用地の単価につきましては、町で決めております単価を採用させていただいております。
　木の補償につきましては、林道につきましては工事が先行工事でございますので、昨年の工事のときに、木の補償はさせていただいております。
　また延長につきましては、豊前から上毛町の区間ということで、全延長が１万２,２５２メートル、うち上毛町延長が５,８７３メートルでございます。
　以上でございます。
○議長（坪根秀介君）ほかに質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑を終了します。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全員起立）
○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第４９号　財産の取得については、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）日程第１２、議会運営委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。
　配付した運営資料のとおり、議会運営委員会委員長から、所掌事務のうち会議規則第７５条の規定により特定事件の調査事項について、閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。
　お諮りします。
　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）御異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第１３、広報特別委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。
　配付した運営資料のとおり、広報特別委員会委員長から所管事務のうち、会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について、閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。
　お諮りします。
　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）御異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）これで、本日の日程は全て終了しました。
　平成２５年第２回上毛町議会定例会を閉会します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉会　午前１０時４１分
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